
お揃いのピンクのTシャツで（島根県食生活改善推進協議会総会）
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全
国
的
に
増
加
す
る

認
知
症
患
者

　

日
本
の
認
知
症
患
者
数
は
平
成

24
年
時
点
で
約
４
６
２
万
人
、65
歳

以
上
の
約
７
人
に
１
人
。認
知
症
予

備
軍
の
人
も
含
め
る
と
、65
歳
以
上

の
約
４
人
に
１
人
と
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、い
わ
ゆ
る
団
塊
の
世
代
が

75
歳
以
上
と
な
る
平
成
37
年（
２
０

２
５
）に
は
、患
者
数
は
全
国
で
約
７

０
０
万
人
前
後
、65
歳
以
上
の
約
５

人
に
１
人
に
増
加
す
る
と
推
計
さ
れ

て
い
ま
す
。（
厚
生
労
働
省
）

飯
南
町
は
65
歳
以
上
の

６
人
に
１
人

　

飯
南
町
で
は
、平
成
29
年
４
月

に
、要
介
護
認
定
を
受
け
た
人
を
対

象
に
調
査
を
実
施
。認
知
症
と
診
断

さ
れ
た
人
は
３
４
０
人
で
、65
歳
以

上
の
約
６
人
に
１
人（
15
・
７
％
）。こ

れ
は
、人
口
の
約
７
％
に
相
当
し
ま

す
。ま
た
、単
身
高
齢
者
と
高
齢
者

の
み
世
帯
の
割
合
が
高
い
地
区
で
、

要
介
護
認
定
者
、認
知
症
患
者
の
割

合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。（
図
１
）

 

誰
も
が
な
り
う
る「
脳
の
病
気
」

　

認
知
症
は
高
齢
者
だ
け
で
な
く
、

誰
も
が
な
り
う
る
脳
の
病
気
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
脳
の
機
能
障
害
が
起
こ

る
こ
と
で
、長
期
に
わ
た
り
生
活
に

支
障
が
出
る
状
態
を「
認
知
症
」と

い
い
ま
す
。

　

認
知
症
を
引
き
起
こ
す
病
気
の

う
ち
、最
も
多
い
の
は
脳
の
細
胞
が

ゆ
っ
く
り
と
死
ん
で
い
く「
変
性
疾

患
」と
呼
ば
れ
る
病
気
で
、ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
型
認
知
症
、レ
ビ
ー
小
体
型

認
知
症
な
ど
。続
い
て
多
い
の
が
、脳

梗
塞
や
脳
出
血
等
で
、細
胞
に
栄
養

や
酸
素
が
届
か
な
く
な
り
、そ
の
部

分
の
細
胞
が
死
ん
だ
り
、働
き
が
悪

く
な
っ
た
り
し
て
し
ま
う
、脳
血
管

性
認
知
症
が
あ
り
ま
す
。

認
知
症
の
症
状

　

認
知
症
の
初
期
症
状
は
、同
じ
こ

と
を
何
回
も
話
す
、数
分
前
の
こ
と

を
忘
れ
て
し
ま
う
記
憶
障
害
な
ど

で
、た
だ
の
も
の
忘
れ
と
区
別
が
つ

き
に
く
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
の

た
め
、医
療
機
関
で
の
早
め
の
精
査

が
大
切
で
す
。

　

認
知
症
が
進
行
す
る
と
、出
来
事

の
存
在
自
体
を
忘
れ
る
よ
う
な
異

常
な
も
の
忘
れ
、こ
こ
は
ど
こ
？
今

は
い
つ
？
が
分
か
ら
な
く
な
る
場

所
・
時
間
の
見
当
識
障
害
、言
わ
れ

て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
な
い
、伝

え
ら
れ
な
く
な
る
言
語
障
害
な
ど
が

み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、怒
り
っ
ぽ
く
な
る
な
ど
性

格
の
変
化
や「
う
つ
」の
よ
う
な
症

状
、
幻
覚
、
妄
想
、
徘
徊
な
ど
行

動
・
心
理
症
状
と
呼
ば
れ
る
症
状

や
、ふ
ら
つ
き
や
歩
行
困
難
、ム
セ
や

す
く
な
る
な
ど
の
身
体
症
状
が
み
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

早
期
発
見
、

早
期
治
療
が
大
切

　

認
知
症
の
行
動
・
心
理
症
状
、身

体
症
状
は
、適
切
な
治
療
と
対
応
を

す
る
こ
と
で
、進
行
の
抑
制
や
症
状

の
緩
和
に
つ
な
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
ず
は
家
族
や
身
近
な
人
が「
い

つ
も
と
違
う
」「
以
前
と
違
う
」と
気

づ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。そ
の
感
じ

た
こ
と
を
か
か
り
つ
け
医
や
保
健

師
、あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

気
軽
に
相
談

あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

（
平
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
）

　

家
族
や
身
近
な
人
が
、「
も
し
か

し
た
ら
認
知
症
か
も
し
れ
な
い
…
」。

そ
ん
な
と
き
に
気
軽
に
相
談
が
で
き

て
、一
緒
に
対
応
を
考
え
る
窓
口
が

「
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」で

す
。

　
「
認
知
症
に
な
っ
て
一
番
不
安
な
の

は
、そ
の
ご
本
人
さ
ん
。『
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
に
当
て
は
ま
る
項
目
が
い
く
つ

も
あ
る
け
れ
ど
…
』『
病
院
で
診
て
ほ

し
い
け
ど
ど
う
す
れ
ば
…
』な
ど
お

悩
み
の
と
き
は
、ま
ず
は
あ
ん
し
ん

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

　

日
常
生
活
の
困
り
ご
と
な
ど
、必

要
な
支
援
を
整
理
す
る
こ
と
か
ら
一

緒
に
始
め
ま
し
ょ
う
」と
認
知
症
地

域
支
援
推
進
員
の
岩
崎
孝
美
さ
ん
。

　

こ
の
セ
ン
タ
ー
に
は
、保
健
師
、看

護
師
、理
学
療
法
士
、認
知
症
地
域

支
援
推
進
員
な
ど
の
職
員
が
在
籍

し
、多
職
種
が
連
携
し
て
、自
立
し

た
生
活
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
に
あ
り
、セ
ン
タ
ー
で
の
相

談
の
ほ
か
、自
宅
へ
の
訪
問
や
電
話

で
の
相
談
も
可
能
で
す
。

 

□同じことを何回も言ったり、質問したりする。
□しまい忘れや置き忘れが多く、捜し物をすることが増える。
□買い物へは行けるが、昨日買ったものをまた買ってくる。
□スーパーなどで車をどこに駐車したかを忘れ、探し回る。
□留守番をしていて伝言を忘れてしまう。
□今切ったばかりの電話の相手や内容を忘れてしまう。
□テレビや新聞の内容が理解できなくなる。
□電子レンジやテレビチャンネルの操作ができなくなる。
□食事は作れるが、味付けが変わったり、メニューが単調になる。
□掃除を几帳面にしていた人が、散らかしっぱなしのままのことが多くなる。
□考え込まないと日付がわからない。
□約束した日付や場所を間違えるようになる。
□慣れた道で迷子になることがある。
□服装や化粧にあまり気を使わなくなり、洒落っ気がなくなった。
□新しい事柄に取り組むことをしなくなる。
□これまで楽しかった趣味などに興味をもたなくなる。
□何をするにもおっくうがり、自分から行動しなくなる。
□ささいなことで怒りっぽくなる。
□まわりへの気遣いが無くなり、頑固になる。

認知症チェックリスト認知症チェックリスト
思い当たることや日常生活にお困りのことがある場合は、かかりつけ医、
保健師、あんしんサポートセンターに相談を。

※症状には個人差があります。
※出典…しまね認知症疾患医療センターホームページ

・   

・   

・   

・

　平成30年6月1日時点での飯南町の高齢化率は
44.0％。10年前、平成20年6月1日の38.4％から5.6％
増加しています。
　高齢化に伴って、認知症をかかえる患者さんも全国
的に増えています。今月は、身近な病気「認知症」につい
て特集します。
■問合せ　あんしんサポートセンター（地域包括支援センター）
　　　　　電話72・1770

　平成30年6月1日時点での飯南町の高齢化率は
44.0％。10年前、平成20年6月1日の38.4％から5.6％
増加しています。
　高齢化に伴って、認知症をかかえる患者さんも全国
的に増えています。今月は、身近な病気「認知症」につい
て特集します。
■問合せ　あんしんサポートセンター（地域包括支援センター）
　　　　　電話72・1770

み
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■要介護認定者の割合　■認知症患者の割合
　単身高齢者＋高齢者のみの世帯の割合

みんなで考える

「認知症」

図1　65歳以上に対する要介護認定者・
　　  認知症患者・高齢者世帯の割合

左から田村素子（保健師）、森山雄三（介護保険担当職員）、岩崎孝美（認知症地域支援推進員）、嘉田将典（理学療法士）、田中多美（看護師）
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認
知
症
か
な
？

認
知
症
で
困
っ
た
ら「
認
知
症

初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
」へ

　

町
で
は
、認
知
症
に
な
っ
て
も
本

人
の
意
思
が
尊
重
さ
れ
、で
き
る
限

り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、暮
ら
し
続

け
る
た
め
、認
知
症
が
疑
わ
れ
る

人
、認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
に
関

わ
る「
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー

ム
」を
設
置
し
て
い
ま
す
。　

　

ご
本
人
や
ご
家
族
か
ら
の
相
談

を
受
け
、認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
の
助

言
を
得
な
が
ら
、医
療
と
介
護
の
専

門
職（
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
、保
健
師

等
）が
、認
知
症
が
疑
わ
れ
る
人
、認

知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
訪
問
し
、

認
知
症
の
困
り
ご
と
等
を
お
伺
い

し
、適
切
な
医
療
・
介
護
に
結
び
付

け
た
り
、自
立
支
援
な
ど
、ご
本
人

お
よ
び
ご
家
族
に
あ
わ
せ
た
サ
ポ
ー

ト
を
集
中
的
に
行
い
ま
す
。か
か
り

つ
け
医
が
い
る
場
合
は
、連
携
を
取

り
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

●
対
象　

在
宅
で
生
活
し
て
い
る
40

歳
以
上
の
人
で
、認
知
症
が
疑
わ
れ

る
、ま
た
は
認
知
症
の
症
状
が
あ
り
、

次
の
い
ず
れ
か
の
状
態
の
人

・
認
知
症
の
診
断
を
受
け
て
い
な
い
人

・
認
知
症
と
診
断
さ
れ
て
い
る
が
医

療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
な

い
、ま
た
は
中
断
し
て
い
る
人

・
医
療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て

い
る
が
、認
知
症
の
行
動
・
心
理
症

状（
不
安
、焦
燥
、う
つ
状
態
、幻
覚
、妄
想
、

徘
徊
、興
奮
、暴
力
、不
潔
行
為
等
）が
強

く
、対
応
に
困
っ
て
い
る
人

●
相
談
窓
口
・
方
法　

あ
ん
し
ん
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ

みんなで考える

「認知症」

い
。ま
た
飯
南
病
院
・
来
島
診
療
所

に
か
か
り
つ
け
の
人
は
、か
か
り
つ
け

医
に
ご
相
談
い
た
だ
い
て
も
構
い
ま

せ
ん
。相
談
は
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

 

認
知
症
に
な
っ
て
も

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
に

　

認
知
症
は
、誰
も
が
な
り
う
る
病

気
で
す
。け
れ
ど
も
、認
知
症
だ
か
ら

で
き
る
だ
け
外
に
出
な
い
。悩
み
は

家
庭
の
中
に
留
め
て
お
き
た
い
。ご

本
人
も
ご
家
族
も
、「
隠
し
た
い
」。

そ
う
思
う
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

で
も
、認
知
症
を
患
っ
て
い
て
も
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
幸
せ
に
暮
ら
し

た
い
と
思
う
の
は
当
然
で
す
。

　

町
が
、地
域
が
、家
庭
が
、ご
本
人

が
、認
知
症
の
人
を
地
域
で
温
か
く

支
え
る
、そ
う
い
っ
た
雰
囲
気
を

作
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

だ
と
思
い
ま
す
。人
口
５
千
人
弱
。

小
さ
な
町
だ
か
ら
で
き
る
地
域
の
支

え
あ
い
が
あ
る
は
ず
で
す
。

※
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
…
認
知
症
に
関
す
る

正
し
い
知
識
と
理
解
を
持
ち
、地
域
で
認
知

症
の
人
や
家
族
を
支
援
で
き
る
医
師
。地
域
の

中
で
必
要
な
医
療
や
介
護
に
繋
げ
ら
れ
る
よ

う
、案
内
役
や
パ
イ
プ
役
を
担
う
。ま
た
、関

係
機
関
や
多
職
種
と
の
連
携
・
協
力
体
制
の

整
備
な
ど
を
行
い
、地
域
の
認
知
症
医
療
の
指

導
的
な
立
場
に
あ
る
。県
内
に
は
67
名（
平
成

29
年
度
末
）。

春の花の祭典春の花の祭典

ぼたんまつり

ポピー祭

ぼたんまつり

ポピー祭

　町を代表する春の花の祭、「ぼたんまつり」が5月10日～20日に、
6月10日には「ポピー祭」が開催され、両イベント合わせて約1万
1600人の来場者が、飯南の味や花を楽しみました。
　ぼたんまつりは昭和60年、ポピー祭は平成4年が初回開催。数十
年が経った今も変わらず、私たちを魅了し続けています。

AR
動画
AR
動画

　町では、徘徊等で行方不明なられた方を、一刻も早く
発見し事故等を防ぐため、スマートフォンや携帯電話等
を活用して、捜索等に協力していただける「見守りサポー
ター」を募集しています。

●対象　町内に住んでいる人、町内で働いている人
●登録方法（３分で完了）
①下記メールアドレスに空メールを送信
　i inan-sos@ss-center.net

　　　　　　  QRコードからも読み取れます

②返信メールの本文中にあるURLを押してサイトに接続
※メールが届かない場合は、受信拒否設定を確認してく
　ださい。（＠ss-center.netからのメールが受け取れるように設定）
③留意事項を読んで登録
④登録完了メールが届く
※登録方法が分からない場合は、役場庁舎・支所窓口　
で登録方法を職員がお伝えします。

●行方不明等発生時の流れ
①ご家族等から捜索依頼
②メールシステムで登録者に一斉送信
③発見後、システムで登録者に発見されたことを一斉送信
※この他に、年数回、保健福祉課からお知らせメールを
　受信確認と併せて送信します。
※メールアドレスを変更した場合は再登録してください。

■問合せ
あんしんサポートセンター（地域包括支援センター）
電話72・1770

認知症サポーター養成講座
　認知症を正しく理解し、認知症の人と
その家族の身近な応援者となる「認知症
サポーター」の養成をすすめ、地域・職
場・学校等へ講師を派遣する出前講座を
行っています。
　講座は随時開催。開催希望がある場合は、あんしんサ
ポートセンターにご連絡ください。

オレンジカフェ
　認知症の人とその家族、地域の人、支援者など、誰でも
自由に気軽に交流や相談ができる集いの場です。
（費用、申込み不要）

●日時　毎月第2・4金曜日　14～16時
●場所　保健福祉センター

高齢者等見守りSOS
ネットワークシステム

見守り
サポーター
募集

子どもも大人も夢中
でヤマメのつかみ取

り

飯南病院 石橋和樹医師 
認知症サポート医

約2万本180種類のぼたんが会場を彩る

ポピーをバックに記念撮影

満開のポピーと志津見大橋

「よさこい」は県内1
6団体が集まる

「よさこい」は県内1
6団体が集まる

頓原中学校吹奏楽部 来場者と一緒に「YMCA」
頓原中学校吹奏楽部 来場者と一緒に「YMCA」

地元の子ども達もお祭りを満喫！
地元の子ども達もお祭りを満喫！

雨予報にもかかわらず５千１００人の来場者（会場付近は雨が降らず）
雨予報にもかかわらず５千１００人の来場者（会場付近は雨が降らず）

メインイベント日の来場者は６千５百人

飯南牡丹組

町の花「ぼたん」



い～にゃん森の恵み「林活プロジェクト」応募券はこのチラシの下部にあります

ICT教育に活用（タブレットパソコン）

町長に受賞を報告した水稲採種組合の前田祥宏さんと、岸卓志さん（写真中央）

　

農
地
所
有
者
の
高
齢
化
や
耕
作
放
棄

地
の
発
生
防
止
、新
規
就
農
者
が
農
地
を

所
有
し
飯
南
町
で
農
業
を
経
営
の
柱
と

し
て
生
活
し
て
い
く
こ
と
、農
地
付
き
家

屋
の
購
入
に
よ
る
定
住
へ
の
結
び
つ
き
な

ど
、「
農
業
振
興
」「
定
住
対
策
」の
両
面
か

ら
、経
営
農
地
の
下
限
面
積
を
引
き
下
げ

ま
し
た
。（
詳
細
は
表
の
と
お
り
）

※
農
地
の
売
買
・
贈
与
等
に
は
、農
地
法

第
３
条
に
基
づ
く
農
業
委
員
会
の
許
可

が
必
要
で
す
。許
可
要
件
の
一
つ
に
経
営

農
地
の
下
限
面
積
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

※
下
限
面
積
要
件
…
経
営
面
積
が
あ
ま

り
に
小
さ
い
と
生
産
性
が
低
く
、農
業
経

営
が
効
率
的
か
つ
安
定
的
に
継
続
し
て

行
わ
れ
な
い
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、

許
可
後
に
経
営
す
る
農
地
面
積
が
一
定

以
上
で
な
い
と
許
可
で
き
な
い
と
す
る
も

の
で
す
。

※
下
限
面
積
が
、地
域
の
平
均
的
な
経
営

規
模
や
新
規
就
農
を
促
進
す
る
た
め
地

域
の
実
情
に
合
わ
な
い
場
合
は
、国
の
定

め
る
基
準
に
従
い
、市
町
村
の
区
域
内
の

全
部
ま
た
は
一
部
に
つ
い
て
別
段
の
面
積

を
定
め
、そ
の
面
積
を
下
限
面
積
と
し
て

設
定
し
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ

農
業
委
員
会　

電
話
７
６
・
２
２
１
４

地
の
取
得
要
件
を
緩
和

農

る
さ
と
応
援
寄
附
金
の

実
績
を
報
告
し
ま
す

ふ
　

平
成
29
年
度
、飯
南
町
へ
の
寄
附
金
の

総
額
は
、全
国
各
地
の
皆
さ
ん
か
ら
多
く

の
支
援
を
い
た
だ
き
、過
去
最
高
額
と
な

る
１
億
２
５
０
７
万
円
余
り
と
な
り
ま

し
た
。お
寄
せ
い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、

寄
附
者
の
皆
さ
ん
が
指
定
す
る
事
業
に

活
用
し
て
い
ま
す
。　

平
成
29
年
度
に
寄
附
金
を
活
用
し
て
実

施
し
た
事
業

●
小
学
校
へ
タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
を
配
布

●「
い
〜
に
ゃ
ん
森
の
恵
み　

林
活
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」（
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
推
進
事
業
）

●
高
齢
者
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
設
置

●
飯
南
町
さ
と
や
ま
リ
ト
リ
ー
ト
ツ

ア
ー（
森
林
セ
ラ
ピ
ー
）

●
移
住
相
談
会
・
移
住
体
験
ツ
ア
ー（
定
住

促
進
事
業
）

　

今
年
度
も
、寄
附
者
の
皆
さ
ん
の
思
い

を
大
切
に
、飯
南
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
に
有
効
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。詳
し

い
内
容
は
、町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ

地
域
振
興
課　

電
話
７
６
・
２
８
６
４

保
険
者
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

被
　

７
月
中
に
、ク
リ
ー
ム
色（
黄
色
）の
新

し
い
被
保
険
者
証
を
お
送
り
し
ま
す
。８

月
１
日
以
降
は
、新
し
い
被
保
険
者
証
を

使
用
し
て
く
だ
さ
い
。現
在
の
オ
レ
ン
ジ

（
だ
い
だ
い
）色
の
被
保
険
者
証
は
、７
月
31

日
ま
で
使
用
で
き
ま
す
。

※
平
成
29
年
度
中
の
所
得
の
状
況
に

よ
っ
て
、医
療
機
関
で
負
担
す
る
医
療
費

の
割
合
が
８
月
か
ら
変
更
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。被
保
険
者
証
に
記
載
さ
れ

て
い
る
自
己
負
担
割
合（
１
割
ま
た
は
３
割
）

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
29
年
度
中
の
所
得
額
等
の
確
定

に
伴
い
、７
月
中
に
平
成
30
年
度
の
保
険

料
額
に
関
す
る
通
知
を
発
送
し
ま
す
。

■
問
合
せ

保
健
福
祉
課　

電
話
７
２
・
１
７
７
０

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

津
見
湖

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

志募
集
期
間　

平
成
30
年
６
月
１
日（
金
）

〜
平
成
31
年
１
月
15
日（
火
）

募
集
部
門　

イ
ベ
ン
ト
部
門
・
風
景
部

門
・
人
物
部
門（
各
部
門
、一
人
１
点
限
り
）

写
真
サ
イ
ズ　

四
つ
切
サ
イ
ズ（
ワ
イ
ド
サ

イ
ズ
可
）

応
募
先　

山
本
写
真
ス
タ
ジ
オ（
頓
原
２
３

２
０
‐
６
）、役
場
地
域
振
興
課（
下
赤
名
８
８
０
）

応
募
方
法　

必
要
事
項
を
記
入
し
た

「
応
募
券
」を
作
品
の
裏
側
に
貼
り
付
け

て
、応
募
先
に
郵
送
ま
た
は
持
参

※
応
募
券
は
応
募
先
の
窓
口
等
で
配
布

し
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ

山
本
写
真
ス
タ
ジ
オ　

電
話
７
２
・
０
６
４
６

地
域
振
興
課　

電
話
７
６
・
２
８
６
４

作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す

地
内
全
面
禁
煙
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

敷
地
内
全
面
禁
煙
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

敷
　

飯
南
病
院
で
は
、皆
さ
ま
に
よ
り
良
い

環
境
の
中
で
療
養
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、平
成
30
年
８
月
１
日
か
ら
、院

内
を
含
め
敷
地
内
を「
全
面
禁
煙
」と
し

ま
す
。

　

患
者
さ
ま
を
は
じ
め
、来
院
さ
れ
る
皆

さ
ま
の「
病
院
敷
地
内
の
全
面
禁
煙
」へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

敷
地
内
に
喫
煙
ス
ペ
ー
ス
は
あ
り
ま
せ

ん
。駐
車
場
内
の
車
内
で
の
喫
煙
、電
子

タ
バ
コ
・
加
熱
式
タ
バ
コ
も
禁
止
で
す
。

飯
南
病
院
か
ら

南
町
水
稲
採
種
組
合
が

県
知
事
表
彰
を
受
賞

飯
　

優
良
種
子
生
産
者
や
採
種
組
合
を
表

彰
す
る「
ほ
場
管
理
の
部
」で
、飯
南
町
水

稲
採
種
組
合
が
、２
年
連
続
の
最
優
秀

賞（
島
根
県
知
事
表
彰
）を
受
賞
。ま
た
、「
生

産
物
の
部
」で
は
、前
田
祥
宏
さ
ん（
寺
沢
）

が
最
優
秀
賞（（
一
財
）日
本
穀
物
検
定
協
会
会

長
表
彰
）を
、鹿
田
保
生
さ
ん（
川
西
）が
優

秀
賞（
島
根
県
農
業
振
興
協
会
表
彰
）を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

同
組
合
は
、組
合
員
数
28
名
。平
成
29

年
度
は
、17
・
９
h
a
の
ほ
場
で
、コ
シ
ヒ

カ
リ
の
種
子
を
約
80
ｔ
生
産
し
て
い
ま

す
。

　

前
田
さ
ん
は
、「
こ
れ
ま
で
培
っ
た
技
術

の
賜
物
。各
機
関
と
連
携
し
て
、よ
り
一

層
の
優
良
種
子
生
産
に
取
り
組
み
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

２
年
連
続
で
受
賞

平成29年度事業別寄附状況

寄附金の使いみち

区　域

旧谷村 40a 20a

上記以外の区域

別に定める区域
（個別指定）

50a 30a

－ 1a

備　考
変更前の
下限面積

変更後の
下限面積

寄附金額（円） 寄附件数（件）

産業振興・観光振興 15,362,000

定住の推進 3,260,000

島根県立飯南高等学校の特色ある教育の支援 7,269,087

将来を担う人材の育成 23,760,151
5,020

高齢者等にやさしい福祉 9,850,000

安心な地域医療の対策 7,020,000

環境を守る森づくり 13,080,000

特に指定しない 45,477,077

合　　　　計 125,078,315

空き家バンクに登録
された家に付随した
農地に限定した設定

飯南町立飯南病院・飯南町保健福祉センター
喫煙禁止範囲図

病
院
職
員
住
宅

保健福祉センター

飯南病院

駐車場

駐車場

国道
54号
線

病
院
職
員
住
宅

保健福祉センター

飯南病院

駐車場

駐車場

国道
54号
線

67



秘密の技が色々と
隠されています

有限会社志都の里の空岡さん（写真左）

好評のミニしめ縄ストラップ

大しめ縄作りに携わっています

ラムネミルク堂では、事業内容やIターンした先輩の体験談を聞きました

昼食は地元野菜の薬膳ランチ
ごはんを6杯おかわりした強者も 参加者の皆さん

女
共
同
参
画

推
進
条
例
を
制
定

男

5/26
土

　

飯
南
町
は
、平
成
29
年
３
月
に
策
定
し

た「
飯
南
町
男
女
共
同
参
画
計
画
」に
基

づ
き
、さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
男
女
が
と
も

に
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
参
画
で
き

る
よ
う
、施
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
「
飯
南
町
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
」

は
、パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、男

女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
団
体
で
あ
る

「
二
輪
草
の
会
」を
は
じ
め
、策
定
委
員
の

皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
活
発
な
意
見

を
反
映
し
て
策
定
し
ま
し
た
。

 

今
後
は
、町
・
町
民
・
事
業
者
が
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
か
ら
、男
女
共
同
参
画
の
推
進

に
積
極
的
に
取
り
組
み
、男
女
共
同
参
画

社
会
の
実
現
に
向
け
、こ
の
条
例
を
男
女

共
同
参
画
の
柱
に
位
置
づ
け
、総
合
的
か

つ
計
画
的
に
施
策
を
展
開
し
て
い
き
ま

す
。

■
問
合
せ

住
民
課　

電
話
７
６
・
２
２
１
３

生
向
け
企
業
見
学
ツ
ア
ー

学島
根
大
学

　

島
根
大
学
の
学
生
に
、町
の「
魅
力
」

「
暮
ら
し
」「
企
業
」を
実
際
に
見
て
も
ら

う
こ
と
で
、地
域
と
企
業
へ
の
理
解
を
深

め
て
も
ら
お
う
と
、飯
南
町
人
材
確
保
支

援
セ
ン
タ
ー
が
主
催
し
て
、「
学
生
向
け

企
業
見
学
ツ
ア
ー
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ツ
ア
ー
に
は
、各
学
部
か
ら
県
内
外
出

身
の
大
学
１
年
生
、13
名
が
参
加
。大
し

め
な
わ
創
作
館
や
ラ
ム
ネ
ミ
ル
ク
堂
、愛

寿
園
、ロ
ビ
ン
フ
ッ
ド
で
の
見
学
の
ほ
か
、

中
山
間
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
や
役
場
の

業
務
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

学
生
か
ら
は
、「
伝
統
文
化
の
伝
承
や
、

新
し
い
取
り
組
み
を
し
て
い
る
若
い
世
代

と
そ
の
活
動
が
魅
力
的
。ま
ち
を
盛
り
上

げ
よ
う
と
、熱
意
を
も
っ
て
頑
張
っ
て
い

る
人
が
た
く
さ
ん
い
る
。福
祉
施
設
で
の

外
出
支
援
な
ど
、積
極
的
に
外
に
出
て
活

動
し
て
い
て
、福
祉
施
設
の
イ
メ
ー
ジ
が

閉
鎖
的
な
も
の
か
ら
オ
ー
プ
ン
な
も
の
に

変
わ
っ
た
。生
ま
れ
た
と
こ
ろ
で
は
な
い

場
所
で
も
地
域
愛
を
深
め
て
い
る
人
に

出
会
え
た
。自
分
の
出
身
地
に
も
興
味
が

出
て
き
た
」な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し

た
。

日
の
死
亡
届
の

受
付

休
　

休
日
の
死
亡
届
の
受
付
は
、事
前
に
役

場
に
ご
連
絡
を
い
た
だ
い
て
か
ら
お
越
し

い
た
だ
く
と
、待
ち
時
間
の
短
縮
な
ど
、

ス
ム
ー
ズ
に
手
続
き
が
で
き
ま
す
。ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

届
け
出
の
手
順

①
役
場
に
電
話
を
す
る

事
前
連
絡
先

役
場
本
庁
舎　

電
話
７
６
・
２
２
１
１

※
担
当
職
員
が
折
り
返
し
お
電
話
し
、受

付
時
間
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

②
時
間
を
確
認
し
て
来
庁

　

担
当
職
員
が
事
前
に
事
務
処
理
の
準

備
を
し
て
お
き
ま
す
の
で
、お
知
ら
せ
し

た
時
間
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

届
け
出
場
所

・
役
場
本
庁
舎
ま
た
は
頓
原
基
幹
支
所

届
け
出
に
必
要
な
も
の
・
こ
と

・
死
亡
診
断
書（
死
亡
届
）

・
喪
主（
死
亡
届
の
届
出
人
）の
印
鑑
と
連

絡
先

・
火
葬
料

　

町
内
に
住
所
の
あ
る
人
…
一
万
二
千
円

　

そ
れ
以
外
の
人
…
二
万
四
千
円

・
通
夜
と
葬
儀
の
日
時
と
場
所

・
火
葬
の
時
間
と
場
所

・
新
聞
と
広
報
の
お
知
ら
せ
の
有
無

・
文
字
放
送
と
告
知
放
送
で
の
お
知
ら
せ

の
有
無
と
放
送
時
間

■
問
合
せ

住
民
課　

電
話
７
６
・
２
２
１
３

川
功
労
者
表
彰
を

受
賞

河 有
限
会
社 

志
都
の
里

　

有
限
会
社
志
都
の
里
が
、ダ
ム
建
設
後

の
活
力
と
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
自

立
的
・
継
続
的
な
活
性
化
へ
の
取
り
組
み

が
評
価
さ
れ
、「
河
川
功
労
者
表
彰
」を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

同
社
は
、滞
在
型
市
民
農
園「
ク
ラ
イ

ン
ガ
ル
テ
ン
」や
農
産
物
販
売
施
設「
う

ぐ
い
す
茶
屋
」、「
渓
流
魚
の
養
殖
・
釣
堀
」

な
ど
を
運
営
。代
表
取
締
役
の
空
岡
健
さ

ん
は
、「
志
津
見
地
区
の
活
性
化
の
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
が
認
め
ら
れ
て
嬉
し

い
。こ
れ
か
ら
も
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い

き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

幹
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
を
設
置

基
　

飯
南
町
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

障
が
い
の
あ
る
方
や
ご
家
族
な
ど
が
安

心
し
て
相
談
で
き
る
相
談
窓
口
で
す
。５

月
か
ら
、町
が
株
式
会
社
あ
ゆ
み
に
業
務

を
委
託
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

 

障
が
い
の
種
別
、年
齢
を
問
わ
ず
、困
っ

た
こ
と
、分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
ご

相
談
く
だ
さ
い
。（
秘
密
厳
守
）

受
付
時
間　

平
日
９
時
〜
17
時

場
所　

株
式
会
社
あ
ゆ
み

　
　
　
（
頓
原
１
０
７
０
）

※
社
会
福
祉
士
、精
神
保
健
福
祉
士
等

の
資
格
を
持
っ
た
専
門
員
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。

■
問
合
せ

株
式
会
社
あ
ゆ
み　

電
話
７
２
・
９
３
７
４

　

飯
南
町
頓
原
出
身
で
広
島
市
在
住
の

高
橋
光
枝
さ
ん
か
ら
、ふ
る
さ
と
飯
南
町

へ
貢
献
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
、寄
附
金

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

高
橋
さ
ん
は
、「
亡
く
な
っ
た
母
も
私

も
飯
南
町
で
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。ふ
る
さ
と
飯
南
町
の
た
め
に
活
用
し

て
く
だ
さ
い
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

へ
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た

町 〜
高
橋
光
枝
さ
ん
〜

ち
を
元
気
に
！

地
域
お
こ
し
協
力
隊

ま
　

町
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
課
題
に
取

り
組
む「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」。今
月

は
、大
し
め
な
わ
創
作
館
の
安
達
美
帆
隊

員
と
林
正
知
隊
員
の
活
動
報
告
で
す
。

　

こ
の
４
月
で
協
力
隊
３
年
目
の
安
達

で
す
。

　

伝
統
の
し
め
縄
制
作
技
術
を
学
び
な

が
ら
、し
め
縄
の
商
品
開
発
に
も
携
わ
っ

て
き
ま
し
た
。5
0
0
円
玉
サ
イ
ズ
の
ミ

ニ
し
め
縄
ス
ト
ラ
ッ
プ
や
ピ
ン
バ
ッ
チ
は
、

お
か
げ
さ
ま
で
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
好

評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

大
し
め
な
わ
創
作
館
で
は
、出
雲
大
社

神
楽
殿
の
大
し
め
縄
作
り
真
っ
最
中
で

す
が
、次
回
か
け
替
え
時
の
戦
力
と
な
れ

る
よ
う
、そ
し
て
、制
作
技
術
の
秘
密
の

技
を
引
き
継
ぐ
た
め
、今
回
私
は
記
録
係

に
専
念
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
４
月
か
ら
大
し
め
な
わ
創
作
館

に
勤
務
し
て
い
る
林
で
す
。

　

大
し
め
縄
制
作
技
術
の
伝
承
と
、創
作

し
め
縄
の
制
作
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
楽

し
み
な
が
ら
、勉
強
の
日
々
を
過
ご
し
て

い
ま
す
。現
在
は
、出
雲
大
社
神
楽
殿
の

大
し
め
縄
作
り
に
携
わ
り
、先
輩
方
の
技

術
を
肌
で
感
じ
て
学
び
な
が
ら
、７
月
の

か
け
替
え
に
向
け
て
皆
で
一
丸
と
な
っ
て

制
作
し
て
い
ま
す
。

　

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
、野
菜
栽
培
や
バ

ン
ド
活
動
な
ど
、し
め
縄
以
外
の
楽
し
い

飯
南
町
ラ
イ
フ
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
、

皆
さ
ん
の
優
し
さ
と
ご
縁
の
お
か
げ
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
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健康なまちづくり協議会総会 Ｔ型集落点検講演会

飯南病院 医長 松本賢治

干したクロモジは茶葉として利用

国産クコの果実はとても貴重

自然と遊ぼう！山菜採集

スノーレンジャー

平成30年度
健康づくりを推進するための
重点目標・重点活動を決定
　４月24日に開催した「健康なまちづくり協議会総
会」で、平成30年度の健康づくりを推進するための取
り組みの方向性を確認しました。今年度は、「健康な
いいなん21」計画に掲げている、次の5項目に取り組
みます。
○壮年期の生活習慣病の発症予防と重症化予防　
の推進
○がん対策の推進
○こころの健康づくりの推進
○介護予防の推進
○健康な地域づくり

健康にい～にゃん週間のPRを強化
　「健康にい～にゃん週間」は、生活習慣の見直しを
目的としたチャレンジ週間です。取り組みが始まった
当初は、町内の小・中学校を中心に取り組んできまし
た。しかし、生活習慣の定期的な見直しは、児童・生徒
だけでなく、乳幼児期から高齢期まで、すべてのライ
フステージの方にとって大切であるため、現在は、小
中学校の取り組みに合わせて、飯南町全体で、年3回、
実施しています。
　期間中、町内の事業所や保育所へ、各ライフステー
ジに応じたチャレンジカードを配布します。今年度
は、小・中学校と取り組みテーマを統一しました。
　多くの皆さんが「健康にい～にゃん週間」を活用で
きるよう、PRに力を入れていきたいと思います。個人

の生活習慣の改善は、家庭や地域と
一緒に行うことで力強い後押しにな
ります。地域、事業所、みんなで盛り上
げていきましょう！

まめ

まめ

心
の
師
と
の

出
会
い

　

こ
ん
に
ち
は
、飯
南
病
院
の
松
本

賢
治
で
す
。ほ
く
ろ
で
眼
鏡
の
、あ

い
つ
で
す
。飯
南
病
院
で
の
勤
務
も

２
年
目
に
な
り
、医
療
の
面
か
ら
皆

さ
ん
に
貢
献
し
た
い
と
日
々
奮
闘

し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
私
は
、長
野
県
に
あ
る
諏

訪
中
央
病
院
で
医
師
と
し
て
の
人

生
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。ま
だ

初
々
し
い
入
社
３
カ
月
目
、忘
れ
ら

れ
な
い
患
者
さ
ん
が
い
ま
し
た
。心

不
全
で
入
院
し
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。

口
う
る
さ
く
て
、ス
タ
ッ
フ
か
ら
め

ん
ど
く
さ
が
ら
れ
る
よ
う
な
方
。確

か
に
話
は
長
く
、訴
え
も
多
い
の

で
、時
間
を
と
っ
て
話
を
聞
け
る
ス

タ
ッ
フ
は
い
ま
せ
ん
。そ
こ
で
私
の

出
番
。毎
日
３
回
顔
を
出
し
、時
に

は
１
時
間
以
上
お
話
し
を
し
ま
し

た
。そ
れ
が
私
の
務
め
だ
と
思
っ
て

い
た
の
と
、医
師
の
世
界
で
は
、「
教

科
書
よ
り
も
患
者
か
ら
学
ぶ
こ
と

が
多
い
」と
言
わ
れ
る
た
め
。そ
れ

を
信
じ
て
い
た
か
ら
で
す
。

　

そ
の
う
ち
、信
頼
な
の
か
、愛
情

な
の
か
、「
私
も
先
生
み
た
い
な
人

と
結
婚
す
れ
ば
よ
か
っ
た
」と
言
っ

て
い
た
だ
け
る
ま
で
に
。と
こ
ろ

が
、お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、状
態
が
悪
化

し
て
心
不
全
で
息
が
苦
し
く
な
り
、

薬
を
使
っ
て
苦
痛
を
と
る
治
療
を

す
る
こ
と
に
。眠
っ
て
い
る
時
間
も

多
く
な
っ
て
い
た
あ
る
日
。息
絶
え

絶
え
に「
私
も
先
生
み
た
い
な
人
と

結
婚
す
れ
ば
よ
か
っ
た
」と
。そ
の

後
は
、ほ
と
ん
ど
し
ゃ
べ
る
こ
と
も

で
き
ず
、数
日
後
に
穏
や
か
に
旅
立

た
れ
ま
し
た
。

　

患
者
さ
ん
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
実

際
に
多
く
あ
り
、病
気
の
こ
と
だ
け

で
な
く
、人
と
し
て
も
多
く
の
気
づ

き
を
も
ら
え
ま
す
。私
は
こ
の
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
か
ら
、ど
ん
な
に
つ
ら
く

て
も
医
師
を
続
け
て
い
こ
う
と
思

え
る
気
持
ち
を
教
わ
り
ま
し
た
。こ

の
患
者
さ
ん
と
の
出
会
い
が
、今
も

医
師
を
続
け
ら
れ
る
理
由
だ
と
思

い
ま
す
。

　

医
療
職
は
、給
料
を
稼
ぐ
た
め
だ

け
の
も
の
で
は
な
く
、そ
の
人
の
人

生
と
共
に
あ
る
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
だ

と
思
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
一
人
ひ

と
り
の
患
者
さ
ん
と
の
関
係
を
通

し
て
、人
と
し
て
、ま
た
医
師
と
し

て
信
頼
さ
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

●飯南病院   電話72・0221　●来島診療所   電話76・2309　●保健福祉センター   電話72・1770

保健 福祉介護医療

コラ康健

　谷地区集落支援員の澤田定成で
す。谷地区では、平成16年度に結成さ
れた谷自治振興会を中心に、谷公民
館など地域内の各種団体と連携して
さまざまな活動を活発に続けていま
す。集落支援員としてその事務局にも
関わり、活動を支援しています。
　今年度は、小さな拠点づくりの継続
的活動を通して、地域課題解消への取
組みやＴ型集落点検で示された「谷で
どう生き抜くか」プロジェクトなどを実
施。安心して住み続けられる地域の実

現に向けて、新たな有償ボランティア
組織の立ち上げを模索しています。
　現在行われている自治会輸送活動
や谷笑楽校の運営・除雪活動等の継
続、多面的機能支払交付金や中山間
地域等直払交付金活動などとも連携
して、よりきめ細やかな地域密着型の
組織運営の実現に向けて、地域の皆さ
んと一緒に取り組んでいきます。

住みよいまちへ

集落支援員
町内 5地区で活動する、地域
とともに歩む「集落支援員」
の活動を紹介します。

「谷でどう生き抜くか」

●中山間地域研究センター
　電話 0854・76・2025
　http://www.pref.shimane.lg.jp/chusankan/

はじめまして。
きのこ・特用
林産科です。

こんにちは

中山間地域
研究

センターで
す。

　「きのこ・特用林産科」は、本年度、
センター内に新しく開設した科です。
　科名に使用した「特用林産」には、
森林で生産される産品のうち、木材を
除く全てを含み、山菜、薬草、和紙原料
などの伝統的な素材のほか、機能性
食品や芳香成分など、対象範囲は広
く、品目はたくさん。中でも「きのこ」は
主要な特用林産物であり、これも科名
の一部にしました。

　センターでは、森林資源を活かした
地域特産品づくりを目的に、対象品目
の品種開発、栽培技術、利用技術を研
究しています。栽培や商品化に関する
ポイントを分かりやすく説明しますの
で、お気軽にご相談ください。
　また、研究の一環として、野生きの
この鑑定にも応じています。
■きのこ・特用林産科
　電話７６・３８１５
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飯南町無料職業紹介所   電話76・2864
（役場地域振興課内）
飯南町無料職業紹介所   電話76・2864
（役場地域振興課内）

求 人
情 報

Ｕターン希望者・求職者・事業者のみなさまへ
　直近１カ月に登録された、フルタイム求
人の一部を紹介します。パートタイムの求
人情報や詳しい内容を知りたい方、このほ
かの情報もご覧になりたい方は、お問い合
わせください。求人情報の閲覧のみも可能
です。  ※表示のない市外局番は「0854」です。

（株）堀江運送　72・0102

（株）飯南トータルサポート　76・9070

頓原精機（株）　72・0147

（有）中山板金　76・2616

機械オペレーター 正社員1人

テンプスタッフフォーラム(株）　0853・20・1333
病院での調理（頓原） 派遣 1人

飯石森林組合　62・1520
山林作業員（ザ・モリト） 正社員6人

建築板金工（補助） 正社員1人

（有）直方メディカルサービス　72・0281
こぶし薬局における業務全般 正社員1人

トラック運転手・配送員 正社員1人

（株）藤原建設　72・0154
土木作業員・重機オペレーター 正社員1人

飯南町立 飯南病院　72・0221

看護助手 正社員以外
看護業務 正社員以外

1人
薬剤師 正社員1人

2人

（福）飯南町社会福祉協議会　76・2170

福祉業務（平成31年4月～） 正社員以外
保育士（平成31年4月～） 正社員

1人
介護業務（平成31年4月～） 正社員以外 2人

3人

（福）友愛会　72・0214

看護業務 正社員
施設利用者の介護 正社員

2人
給食調理 正社員1人

3人

憩いの郷衣掛のフロント及びレストラン接客 正社員
琴引フォレストパークスキー場の営業企画・広報・施設運営管理 正社員

1人
レストラン調理人 正社員1人

2人

オージェイケイ（株）島根工場　76・3711

プラスチックシート製造オペレーター 正社員
一般事務 正社員

3人
1人

広報いーなんでは、ＡＲ（拡張現実）動画を導入
しています。詳しい視聴方法は、飯南町ホーム
ページでご紹介しています。（今月号は5ページ
に対応写真があります）

AR動画の
視聴方法

AR
動画
AR
動画

ARマーク 飯南町HP
QRコード

1213

三
次
高
等
技
術
専
門
校

体
験
入
学
会

自
衛
官
募
集

日
時

　

７
月
26
日（
木
）、８
月
21
日（
火
）

　

９
時
〜
12
時

場
所

　

三
次
高
等
技
術
専
門
校

　
（
三
次
市
十
日
市
南
６
丁
目
14
‐
１
）

対
象

　

中
学
校
・
高
等
学
校
の
生
徒
、一
般
求

職
者
、進
路
指
導
担
当
者

内
容

　

自
動
車
整
備
・
板
金
溶
接
・
建
築
大

工
・
介
護
の
仕
事
体
験
、就
職
相
談

申
込
期
間

　

７
月
２
日（
月
）〜
７
月
13
日（
金
）

■
問
合
せ
・
申
込
み

三
次
高
等
技
術
専
門
校　

電
話
０
８
２
４
・
６
２
・
３
４
３
９

一
般
曹
候
補
生（
陸
上
・
海
上
・
航
空
）

対
象　

採
用
予
定
月
の
１
日
現
在
で
、18

歳
以
上
27
歳
未
満
の
人（
日
本
国
籍
）

応
募
期
間

　

７
月
１
日（
日
）〜
９
月
７
日（
金
）

採
用
試
験　

９
月
21
日（
金
）〜
23
日

（
日
）い
ず
れ
か
希
望
日

試
験
会
場

　

陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯
地

　
（
出
雲
市
松
寄
下
町
１
１
４
２
‐
１
）

航
空
学
生（
海
上
・
航
空
）

対
象　

海
上
は
18
歳
以
上
23
歳
未
満
、

航
空
は
18
歳
以
上
21
歳
未
満

応
募
期
間

　

７
月
１
日（
日
）〜
９
月
７
日（
金
）

採
用
試
験　

９
月
17
日（
月
）

試
験
会
場　

浜
田
城
山
ビ
ル

自
衛
官
候
補
生（
陸
上
・
海
上
・
航
空
）

対
象　

採
用
予
定
月
の
１
日
現
在
で
、18

歳
以
上
27
歳
未
満
の
人（
日
本
国
籍
）

受
付
期
間

　

６
月
25
日（
月
）〜
７
月
20
日（
金
）

試
験
日　

７
月
21
日（
土
）

試
験
会
場

　

陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯
地

　
（
出
雲
市
松
寄
下
町
１
１
４
２
‐
１
）

■
問
合
せ

自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部　

電
話
０
８
５
２
・
２
１
・
０
０
１
５

し
ま
ね
w
e
b

モ
ニ
タ
ー
募
集

　

島
根
県
で
は
、県
政
に
対
す
る
県

民
の
皆
さ
ん
の
声
を
、今
後
の
県
政

に
生
か
し
て
い
く
た
め
、「
し
ま
ね

w
e
b
モ
ニ
タ
ー
」を
募
集
し
て
い
ま

す
。

活
動
内
容

　

年
10
回
程
度
、県
政
の
課
題
な
ど

か
ら
選
定
し
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
実
施
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
に
パ
ソ
コ
ン
な
ど
で
回
答

応
募
資
格

　

県
内
在
住
で
満
15
歳
以
上
、電
子

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
お
持
ち
で
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト（
パ
ソ
コ
ン
ま
た
は
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
）か
ら
日
本
語
で
回
答
で
き
る
人

応
募
方
法

　

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
し
ま
ね
w
e
b

モ
ニ
タ
ー
」の
モ
ニ
タ
ー
募
集
画
面
か

ら
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。応
募
は
随

時
受
け
付
け
。

※
年
間
の
回
答
回
数
に
応
じ
て
記
念

品
を
お
贈
り
し
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ

島
根
県
県
民
対
話
室　

電
話
０
８
５
２
・
２
２
・
６
５
０
１

島
根
県
立
盲
学
校

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

対
象　

視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
人
、視
覚

障
が
い
教
育
に
関
心
の
あ
る
人

開
催
日　

第
１
回 

７
月
18
日（
水
）

　
　
　
　

第
２
回 

９
月
19
日（
水
）

内
容
・
時
間

●
学
校
概
要
説
明
、支
援
グ
ッ
ズ
紹
介
、

学
校
・
寄
宿
舎
見
学
な
ど

９
時
30
分
〜
12
時
40
分

●
理
療
科
模
擬
授
業
体
験
、個
別
相
談

13
時
30
分
〜
14
時
20
分

※
午
後
は
希
望
者
の
み

会
場　

島
根
県
立
盲
学
校

　
　
　
（
松
江
市
西
浜
佐
陀
町
４
６
８
）

申
込
締
切　

第
１
回 

７
月
４
日（
水
）

　
　
　
　
　

第
２
回 

９
月
５
日（
水
）

■
問
合
せ
・
申
込
み

島
根
県
立
盲
学
校　

電
話
０
８
５
２
・
３
６
・
８
２
２
１

精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

新
規
養
成
講
座

日
時
・
場
所
・
内
容

●
第
１
回
／
７
月
９
日（
月
）13
時
〜
16

時
40
分
・
雲
南
保
健
所
・
こ
こ
ろ
の
病
気

に
つ
い
て
学
び
理
解
し
よ
う
。コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
方
法
を
学
ぼ
う
。

●
第
２
回
／
７
月
24
日（
火
）13
時
15
分

〜
15
時
30
分
・
管
内
の
施
設
・
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
知
ろ
う
。施
設
実
習

（
当
事
者
と
の
交
流
を
予
定
）

申
込
み　

７
月
２
日（
月
）ま
で

■
問
合
せ
・
申
込
み

雲
南
保
健
所　

電
話
０
８
５
４
・
４
２
・
９
６
４
２

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

発
売
間
近
！

●
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

　

７
億
円

　
（
１
等
５
億
円
、前
後
賞
各
１
億
円
）

●
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ

　

７
０
０
０
万
円

　
（
１
等
５
0
0
0
万
円
、前
後
賞
各
１
0
0
0
万
円
）

発
売
期
間

　

７
月
９
日（
月
）〜
８
月
３
日（
金
）

　

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、各
県
ご
と

の
販
売
実
績
に
基
づ
い
て
配
分
さ
れ
、市

町
村
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
使
わ
れ
ま

す
。

ひ
き
こ
も
り
家
族
教
室

対
象

　

ひ
き
こ
も
り
当
事
者（
中
学
校
卒
業
後
の

人
）の
い
る
ご
家
族

日
時　

８
月
１
日（
水
）13
時
〜
16
時

会
場　

雲
南
保
健
所

内
容

　

ひ
き
こ
も
り
に
関
す
る
知
識
や
本
人

さ
ん
へ
の
対
応
の
工
夫
を
学
び
、家
族
同

士
で
語
り
合
う「
家
族
教
室
」で
す
。

　

家
族
の
不
安
や
焦
る
気
持
ち
を
和
ら

げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

申
込
み　

７
月
18
日（
水
）ま
で

■
問
合
せ
・
申
込
み

島
根
県
立
心
と
体
の
相
談
セ
ン
タ
ー　

電
話
０
８
５
２
・
３
２
・
５
９
０
５

夏
の
北
海
道
へ
行
こ
う
！

札
幌（
新
千
歳
）直
行
便
運
航

出
雲
縁
結
び
空
港

運
航
期
間

　

８
月
中
の
月
・
水
・
金
・
日
曜
日

　
（
週
４
便
）

発
着
時
刻

●
出
雲
14
時
45
分
発
↓

　
　
　
　
　
　
　
　

札
幌
16
時
40
分
着

●
札
幌
11
時
55
分
発
↓

　
　
　
　
　
　
　
　

出
雲
13
時
50
分
着

■
問
合
せ

21
世
紀
出
雲
空
港
整
備
利
用
促
進
協
議
会

電
話
０
８
５
３
・
２
１
・
６
８
１
９

ホームページ　http://www.pref.shimane.lg.jp/admin/seisaku/koho/webmoni/



森林セラピー
通 信森の

　たより
森の
　たより

ぬくもり
情報局い

っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
森
林
セ
ラ
ピ
ー

　

皆
さ
ん
、こ
ん
に
ち
は
。飯
南
病
院
の
角
田

耕
紀
で
す
。

　

木
々
が
青
々
と
色
づ
き
、梅
雨
か
ら
夏
へ

移
り
行
く
今
日
こ
の
頃
、い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
？
草
刈
り
大
変
で
す
よ
ね
？
ス
ト

レ
ス
た
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
暮
ら
し
て
い
る

と
、い
ろ
い
ろ
と
辛
い
こ
と
、大
変
な
こ
と
、面

倒
く
さ
い
こ
と
・・・
、も
ち
ろ
ん
楽
し
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、現
代
の
ス
ト
レ
ス
社
会
で

生
き
て
い
く
の
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
よ

ね
。皆
さ
ん
は
、ど
の
よ
う
に
ス
ト
レ
ス
を
解

消
し
て
い
ま
す
か
？

　

ス
ト
レ
ス
解
消
と
い
え
ば
、飯
南
町
が
森

林
セ
ラ
ピ
ー
事
業
を
展
開
し
て
い
る
の
を
ご

存
知
で
す
か
？
私
は
と
い
う
と
、以
前
か
ら

飯
南
町
の
森
林
セ
ラ
ピ
ー
の
こ
と
は
耳
に
し

て
い
ま
し
た
が
、実
際
に
体
験
し
た
の
は
平
成

27
年
５
月
、「
も
り
の
す
」で
開
催
し
た
糖
尿

病
関
連
の
会
で
企
画
し
た
と
き
で
し
た
。面

積
の
約
90
%
を
山
林
が
占
め
る
こ
の
飯
南
町

の
多
く
の
方
は
、お
そ
ら
く「
森
林
セ
ラ

ピ
ー
っ
て
言
わ
れ
て
も
ね
〜
」と
い
う
感
じ
だ

と
思
い
ま
す
。そ
う
い
う
自
分
も
、体
験
す
る

ま
で
は
そ
ん
な
感
覚
で
し
た
。

　

で
す
が
、い
ざ
体
験
し
て
み
る
と
、リ
ラ
ッ

ク
ス
で
き
た
り
、気
分
転
換
で
き
た
り
と「
森

林
浴
効
果
」の
気
持
ち
良
さ
を
実
感
で
き
ま

し
た
。

　

飯
南
町
で
は
、森
林
資
源
を
町
の
財
産
と

位
置
づ
け
、保
健
、医
療
、介
護
、福
祉
分
野

は
も
ち
ろ
ん
、教
育
分
野
や
地
域
振
興
、産

業
振
興
な
ど
幅
広
い
分
野
で
、付
加
価
値
を

つ
け
る
た
め
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン（
連
携
・
協

働
）を
し
て
い
ま
す
。百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
！

一
番
は
地
元
の
人
に
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
で
す
。ぜ
ひ
一
度
、皆
さ
ん
も
森
林
セ
ラ

ピ
ー
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

皆さんも森林セラピーを
体験してみませんか？

森の中で深呼吸

■問合せ
国道54号活性化アクションプラン推進協議会
（い～にゃん人つなぎ協議会）
電話76・2864（地域振興課）

平成30年7月

大しめ縄かけ替え
平成30年7月

大しめ縄かけ替え
平成30年7月

大しめ縄かけ替え

行程⑧ 撚り合わせ

　関係者や地元住民など、総勢約80名と
重機で撚り合わせます。石橋棟梁の号令
に合わせて、大胆かつ慎重に行います。
一発勝負のため緊張が走ります。

行程⑨ 早朝搬送

　大型特殊トレーラーに積んで、飯南町
から出雲大社へ向かいます。この際、警
察へ道路の通行の申請をして、許可をも
らいます。

行程⑩ 日本一大しめ縄かけ替え

　取り外しからかけ替えには、丸一日を
要します。役目を終えた大しめ縄は、飯南
町の森へ安置し、やがて再び土に還りま
す。
 
さいごに

　大しめ縄の撚り合わせは７月15日に、
大しめなわ創作館で行われます。
　現在、大しめなわ創作館の館内は制作
中の大しめ縄でいっぱい。町をあげて、み
んなで応援しましょう！

　飯南町注連縄企業組合では、
昭和30年代より出雲大社神楽
殿の大しめ縄を制作していま
す。今年は７本目のかけ替えと
なります。気になる大しめ縄の
制作行程を、３回に分けて紹介
します。〈第3回〉

（
上
来
島
）

（
小　

田
）

（
敷　

波
）

（
川　

西
）

（
赤　

名
）

お
名
前

親
族

地
区

（87）（86）（98）（82）（101）
秀
　
樹

　
智

　
実

　
敏

眞
　
司

穐
丸  

　
　
　 

様

安
部  

　
孝
文 

様

田
島  

　
　
利 

様

桐
原  

ト
ク
コ 

様

恒
松  

　
孝
子 

様

　
　
　
　
　
　 

5
月
届
出
分

梶
川
　 

來
望 

ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　 

5
月
届
出
分

光
　
夫
（
志
津
見
）

新
生
児

届
出
人

地
区

く
る
み

藤
原　
　

正

岡
田　

繁
富

片
岡　

千
鳥

千
葉
ト
ミ
ヱ

景
山
サ
チ
子

三
上　

朋
子

熊
谷　

允
子

景
山　

牧
栄

本
間　

啓
美

石
川　
　

隆

安
部　

徳
則

山
本　

正
敏

短
　
歌
　
　
頓
原
公
民
館
短
歌
教
室  

五
月
詠
草

い
ろ

美
し
く
嘘
も
混
じ
え
し
一
通
を
雨
の
止
み
間
の
ポ
ス
ト
に
落
と
す

朝
の
陽
を
浴
び
た
る
山
が
脹
ら
み
て
心
奪
う
よ
注
連
縄
の
里

ま
た
袖
を
通
し
て
欲
し
い
と
願
い
つ
つ
夫
の
冬
用
ジ
ャ
ン
バ
ー
仕
舞
う

不
順
な
る
気
温
に
支
配
さ
れ
な
が
ら
春
の
か
お
り
の
山
菜
味
わ
う

幼
子
の
手
を
引
く
ご
と
く
夫
の
手
を
固
く
に
ぎ
り
て
ベ
ッ
ド
に
歩
く

あ
ら
起
し
終
ゆ
る
を
待
ち
て
水
当
て
る
毎
夜
聞
き
い
る
蛙
の
合
唱

八
重
桜
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
紅
・
桃
・
青
彩
映
ゆ
る
た
び
歓
声
あ
が
る

何
か
し
ら
嬉
し
い
事
が
あ
っ
た
か
な
孫
は
口
笛
を
吹
き
つ
つ
帰
宅
す

さ
緑
の
も
み
じ
の
新
芽
萌
ゆ
る
と
き
友
は
静
か
に
逝
き
て
し
ま
え
り 

飼
い
猫
の
さ
あ
見
て
く
れ
と
言
い
た
げ
に
雀
く
わ
え
て
部
屋
に
入
り
来
る 

国
会
は
何
す
る
と
こ
ろ
と
孫
が
聞
く
空
転
の
日
々
募
る
空
し
さ 

春
迎
え
晴
天
の
朝
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
鳴
く
鳥
の
声
老
い
を
忘
れ
り 

 「家族でつくる人権標語」優秀作品から
今月の人権標語

志々小4年　片岡　丈二さん

頓原中1年　片岡　聖登さん

家族名　片岡　穂士宏さん

片岡　みゆきさん

感じよう
　　声に出せない
　　　　　　　さけび声

　標語に込められた思いを町民みん
なで意識し、差別や偏見のない明る
いまちづくりをめざしましょう。

かたおか じょうじ

まさと

ほしひろ

　

５
月
24
日
、赤
名
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
で「
島
根
県
食
生
活
改
善
推
進

協
議
会
総
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、お
揃
い
の
ピ
ン
ク
色
の

T
シ
ャ
ツ
姿
の
３
５
０
人
の
食
生
活
改

善
推
進
員
の
皆
さ
ん
。普
段
は
、地
域

活
動
を
通
し
て
、食
生
活
の
改
善
な

ど
、地
域
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
を

進
め
て
お
ら
れ
ま
す
。写
真
は
、参
加

者
全
員
で
の「
長
生
き
体
操
」。

1415
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19
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7/1 7/2 7/3 7/4

海の日

収集日 収集地区 収集日 収集日
金属類・粗大物 ガラス類

頓原連担地

八神連担地

頓原・八神連担地以外

赤 名 連 担 地

来 島 連 担 地

赤名・来島連担地以外

教育 健康・保健 文化・体育 その他
2018年　平成30年　7月分

水 木 金 土火月日

3歳児健診
（保健福祉センター）

ほっと。Cafe
,

（来島保健センター）
10:00～11:30

ほっと。Cafe
,

（来島保健センター）
10:00～11:30

県中学校卓球大会
〈～23日〉（安来市）
飯南ヒルクライム

ボルダリング（定期）
（交流センターとんばら）
18：00～20：00

1歳6ヶ月児健診
（保健福祉センター）

来島小授業公開日
地方創生に向けた人材
育成に関する連携協定
締結式 半夏まつり

まちのスケジュール

18日（水）

23日（月）

25日（水）

24日（火）

17日（火）

19日（木）

18日（水）

9日（月）

11日（水）

10日（火）

2日（月）

4日（水）

3日（火）

頓　原

25日（水）赤　来

笑顔あふれるまち  飯南町
小さな田舎からの「生命地域」宣言

6月号
発行／飯南町　編集／企画財政課　〒690-3513  島根県飯石郡飯南町下赤名880　電話（0854）76-3941  FAX（0854）76-3943　http://www.iinan.jp/

まち

資源物
汲取り地区 汲取り日 収集地域

頓　原
志　々

赤　名

来　島 12日（木） 13日（金）

　2日（月） 　4日（水） 
20日（金） 21日（土）

　6日（金） 　9日（月）

●町の人口4,943人（前月比－1人）●男性2,303人  ●女性2,640人  ●世帯数2,060戸　H30.6.1 現在

広報

し尿汲取り日

［頓原地域］電話72・1401 ［赤来地域］電話76・2441 ［いいしクリーンセンター］電話72・9217
※決められた日時をお守りください。

スマホで広報紙を
読みませんか？

ほっと。Cafe
,

（食講座）
（来島保健センター）
10:00～12:30
レコードコンサート
（交流センターとんばら）
18：30～20：30

小中学校終業式
県中学校陸上大会
〈～22日〉（出雲市）

道の駅頓原
「土曜夜市 神楽祭」

はぴこ無料結婚相談会
（飯南町役場）
18：30～予約制 とんばらふる里夏祭り

やまめのつかみ取り大会
（谷公民館）
県消防操法大会
（雲南市）

県中学校
優勝野球大会
〈～27日〉
（雲南市・飯南町）

出雲大社神楽殿
大しめ縄かけ替え
（出雲大社）

各保育所地域開放日
行政相談
（保健福祉センター）

ほっと。Cafe
,

（水あそび）
（来島保健センター）
10:00～11:30

県中学校バレー大会
〈～28日〉（松江市）

出雲大社神楽殿
大しめ縄撚り合わせ
（大しめなわ創作館）
雲南地区
消防団操法大会

バンドフェスティバル
（ラメール）

劇団地域公演
（子どもと生の芝居を観る会主催）
13：40開場
（来島基幹集落センター）
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